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代表取締役社長
陣内 孝也

代表取締役副社長
  服部 亮人

株主の皆様へ

　株主の皆様におかれましては、格別のご高配を 
賜りまして厚く御礼申し上げます。
　ここに、2018年３月期第２四半期株主通信
（2017年４月１日～ 2017年９月30日）をお届け
するにあたり、改めてご挨拶申し上げます。

業績及び配当について

明治41年、数寄屋造りの名工・上坂浅次郎、北村捨次郎によって建てられた名建築を、「高台寺 十牛庵」に仕立てた
のは、当代随一の名工と名高い数寄屋大工 升田志郎。職人の粋を極めた館に鎮座する床柱は、樹齢150年の梅の
樹です。梅の間と名付けた大広間からは、“植治”の名で知られる庭師七代目小川治兵衛による庭園が望めます。
施工を依頼した中村外二工務店二代目中村義明社長から、引渡しの際に贈られた言葉は「つくって半分、
つかって半分」。建物は最高の素材と最高の職人によってやっと半分完成する。残りは使う人によって磨かれ、
お客様に訪れていただき本当の価値と深みが湧き出てくる物。一分の妥協も許さないその職人の技と心で作り上
げられた「高台寺 十牛庵」を、唯一無二の料亭に育てていくのは、わたしたち自身です。梅の樹と共に、わたしたち
はこの先百年、或いは千年の時を刻み続けてまいります。

　新経営陣として2期目を迎える当期は、前期に本格
スタートしたホテル事業を軌道に乗せること、初進出
となる京都に当社初の日本料理とフランス料理の2
店舗を開業させることなど、今後の成長に向けた重要
な取組みを前進させる大切な年となります。
　前期にスタートしたホテル事業の第1章となる３つ
のホテルは、必要なコストを投じて戦略的にブランディ
ングを推進したことが奏功し、想定を超える高稼働と
高単価となり、好調に推移いたしました。また、京都に
出店した2店舗においても、明治の時代を受け継ぐ庭
園と数寄屋作りの館、その歴史的価値に相応しい
料理とサービスに、多くの地元京都のお客様や各界
の著名人の方から称賛の声をいただいており、順調
な滑り出しを見せております。これらを推進する上で
必要となる前向きな投資をしっかりと行ったことによ
り、一部経費が想定を超えたものの、当第2四半期
は増収増益で終えることができました。
これもひとえに株主の皆様の応援なくしては成し得な
かったことと、改めて御礼申し上げます。

　通期の業績につきましては、引き続き必要な費用を
投じながらホテルやレストラン事業における戦略的な
ブランディングを進めてまいりますが、好調なホテル事
業が下期に繁忙期を迎えることに加え、京都の新規
2店舗が寄与すること、販管費見直しなどの社内改
革を進めることから、前回の予想を変更せず売上なら
びに利益の確保を目指してまいります。
　また、7月には、ホテル事業を中心とした今後の事
業計画を着実なものとするために、1,000万株の自
己株式の処分及び売出しを実施させていただきまし
た。調達させていただいた資金は、沖縄、軽井沢、那
須における新規ホテル出店のための設備投資などに
充当させていただく予定です。
　株主の皆様への利益還元としての当期中間配当
は、前期末時点の配当予想から変更せず、7円00銭
とさせていただきました。尚、期末配当の最低配当金
額は、9円02銭とさせていただいております。自己株
式の処分及び売出しを実施いたしましたが、これによ
り実質増配となります。
　株主の皆様には、更なる安心と希望を感じていた
だけると考えております。

　当社は、創業以来、付加価値の高いレストランの運
営を事業の柱として歩んでまいりました。この付加価値
が大いなる利益を生み、飲食業界における他企業と一
線を画し、高い利益を確保しながら成長を続けてまい
りました。高付加価値の追求は、当社の成長に欠か
せないものであり、当社の手掛けるホテル事業にお
いても同様の考え方を持って推進しております。
　当期における３つのホテル成功は、戦略的にブラン
ディングを推進したことが結実したものです。ブランド
は、付加価値の高い商材をターゲットとなる顧客層に
しっかりと周知することで確立されます。今回の３つの
ホテルの開発において、厳選した調度品や居心地の
良い空間作りにこだわり充分な投資を行いました。そこ
に、昨年から進めている「人財育成」において輩出した
力のある人材を投入し、料理、サービス、宿泊の全てに
おいて高付加価値を追求し、魅力あるホテルを創り上
げました。これに加え、ホテルの魅力をターゲットとなる
顧客層にしっかりと周知するために、メディア対策や
キーマン営業をはじめとする積極的な広報活動を行い
ました。この結果、お客様や各種メディアから高い評価
を得るとともに、着実な認知の広がりをみせ、稼働率や
利用単価が想定以上に向上いたしました。これらの
取組みにより、今後のホテル事業に対する充分な手
ごたえを得ることができました。

　9月に出店した京都の2店舗においても同じ考えの
もと、店作りへの投資と人材投入を行った結果、料理、
サービス、空間すべてにおいて高付加価値を追求した
素晴らしい日本料理店とフランス料理店を創り上げる
ことができました。現在進めている積極的な広報活動
が奏功することにより、大成功を収めるものと確信して
おります。
　今後においても、段階的なホテル・レストランの開発
と並行して、戦略的なブランディングによるブランドの
創出と強化を推進することで、それぞれをラグジュア
リーブランドとして確立させ、ホテル事業第三章となる
都市型50室規模のホテル開発に臨むと共に、これら
の事業推進をもって、「世界で唯一無二のホテル・レス
トランブランド企業」を目指し、事業価値の最大化を
図ってまいります。
　これからも株主の皆様には、「安心」、「安全」という
信頼と「夢」を提供し続け、「株主であることに喜びを
感じられる」会社として末永くご支援いただけますよう、
全社員が一丸となって精一杯尽力することをお約束
申し上げます。
　皆様からの熱い応援が、私どもに大いなる勇気と
確固たる自信を与えてくださいます。より一層のご支援
とご鞭撻を賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。

世界で唯一無二のホテル・レストランブランド企業へ

樹齢150 年の梅の樹
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36期の実績

ホテル事業の推進

36期の実績

ホテル事業第1章「滞在するレストラン」として開業した3つのホテルが本格稼働。

レストラン事業の推進

2017年9月に京都初進出。当社グループ初の日本料理店「高台寺 十牛庵」、
フランス料理店「レストランひらまつ 高台寺」を開業。

料理、サービス、宿泊の全てにおいて高い付加価値を追求し、魅力あるホテルを創り上げました。これに加え、ホテルの
魅力をしっかりと周知するために、メディア対策やキーマン営業をはじめとする積極的な広報活動を行いました。
この結果、お客様や各種メディアからの高い評価が評判となり、約200の媒体にて紹介され着実な認知の広がりをみせ、
稼働率や利用単価が想定以上に向上いたしました。今後のホテル事業推進に向かう充分な手ごたえを感じております。

当社グループ初の日本料理店となる「高台寺 十牛庵」、フランス料理店「レストランひらまつ 高台寺」をオープンいた
しました。両店は、高付加価値を表現した新たなフラッグシップとなる店舗です。明治の時代から受け継がれた匠の
技による唯一無二の庭園と数寄屋建築の館、その歴史的価値に相応しい料理とサービスに、多くの地元京都の
お客様をはじめ各界の著名人から称賛の声をいただいており、順調な滑り出しを見せております。

THE HIRAMATSU
HOTELS & RESORTS

賢島

THE HIRAMATSU
HOTELS & RESORTS

熱海

THE HIRAMATSU
HOTELS & RESORTS

仙石原

2016年7月開業 2016年10月開業 2016年12月開業

20170201
家庭画報

20170901
家庭画報国際版

20161101
婦人画報

20170601
婦人画報

高台寺 十牛庵

2017年9月23日開業

レストランひらまつ 高台寺

2017年9月19日開業
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賢島  8室

仙石原  11室

熱海  13室

ホ
テ
ル

レ
ス
ト
ラ
ン

ホテル、レストランの出店戦略

ホテル・レストランの開発を段階的に進めながら、それぞれをラグジュアリーブランドとして確立させるための戦略なブランディ
ングを進めるとともに、強いブランド力をもってホテル事業第3章となる都市型50室規模のホテル開発に臨んでまいります。

今後の展望

第1章：滞在するレストラン（10室規模） 第2章：次なるホテル事業への序奏（20～50室規模） 第3章：都市型50室～

2017年3月期 2018年3月期 2019年3月期 2020年3月期 2021年3月期～

第1章の3ホテルは高い評価とともに
認知の広がりをみせ高単価・高稼働へ

「滞在するレストラン」からリゾート
ホテルとしての更なる進化を目指す

都市型ホテルへの取組み
第3章への大いなる一歩

宜野座  19室 京都  29室 軽井沢  30室

那須  30室

レストランひらまつ レゼルヴ
六本木テラス フィリップ・ミル
カフェ・デ・プレ

RENEWAL 1

レストランひらまつ 高台寺

高台寺 十牛庵
リストランテKubotsu フランカメンテASAMI（仮称）

7月 10月 12月 3月 9月 3月1月 7月 3月 冬 春 夏2017 2018 2019 2020 3月

RENEWAL 2 RENEWAL 2
相
乗
効
果

相
乗
効
果

レストランブランドの創出と既存レストランブランド強化～確立

ホテルブランドの創出～確立

ホテルブランドの創出

ホテル棟＋ヴィラ型 都市型＋レストラン×2
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世界で唯一無二のホテル・レストランブランド企業へ

３つのホテル成功は、戦略的にブランディングを推進したことによるものです。ブランドは、「付加価値の高い商材（ホテル・レストラン）」を
ターゲットとなる顧客層にしっかりと「周知する」ことで確立されます。今回のホテルの開発においては、明確なコンセプトのもと、調度品や居心地
の良い空間作りにこだわり充分な投資を行うと共に、力のある人材を投入し、料理、サービス、宿泊の全てにおいて高付加価値を追求し、魅力
あるホテルを創り上げました［高付加価値の創造］。これに加え、ホテルの魅力をターゲットとなる顧客層にしっかりと周知するために、メディア対
策やキーマン営業をはじめとする積極的な広報活動を行いました［戦略的な広報活動］。この結果、お客様や各種メディアから高い評価を得る
とともに、着実な認知の広がりをみせ、稼働率や利用単価が想定以上に向上いたしました［ブランドの創出］。今後のホテルレストラン開発
においても、同様の取組みを進めることでホテル・レストランブランドの創出・強化を図ってまいります。

高付加価値の創造とブランディング
「THE HIRAMATSU HOTELS & RESORTS」第1章3ホテルの成功

当社は、創業以来、付加価値の高いレストランの運営を事業の柱として成長してまいりました。付加価値（＝ブランド）が大いなる利益を生み、
高付加価値を追求することにより、高い利益を確保することが可能となります。高付加価値の追求による「ブランドの創造」は、当社の成長に
欠かせないものです。今後のホテル事業やレストラン事業においても同様の考え方を持って推進し、「世界で唯一無二のホテル・レストランブラ
ンド企業」を目指し、事業価値の最大化を図ってまいります。

全ての事業分野で高付加価値の創造を続け、
世界で唯一無二のホテル・レストランブランド企業を目指す

今後の展望 今後の展望

店作り＝高付加価値の創造

戦略的な広報活動

付加価値の源泉となる人材投入
（人材形成）

居心地の良さを追求した充分な投資

料理

サービス

空間

■ メディアへの戦略的アプローチ
■ キーマンへのアプローチ

必
要
充
分
な
投
資（
コ
ス
ト
・
時
間
）

※レストランも同様
　レストランひらまつ高台寺、十牛庵、
　各レストランブランド・・・

第2章（20～50室規模）、
第3章（都市型50室～規模）
への飛躍に向けた重要なステップ

ブランドの創出

稼働率70%超
組単価150千円超へ圧倒的に付加価値の高い店を創出

高い価値を広く知らしめる

「高付加価値の創造（店作り）」と「戦略的な広報活動」を進めブランドを創出し続ける

ウエディング
事業

ワイン
事業

カフェ
事業

ケータリング
事業

レストラン事業
1
STEP

フランス、イタリア、日本料理などのレストラン旗艦店を政令指定都市に順次出店推進

第1章  リゾート型ホテル（10室前後規模）

第2章  リゾート型ホテル（20室～50室規模）

第3章  都市型ホテル（50室～規模）

ブランドの創造

既存事業

レストラン事業の
ブランド強化と
収益基盤拡大

新規事業

ホテル事業を中心
とした新規事業の開発
とブランドの創出

人財育成

付加価値の源泉
となる人材の形成

2
STEP

事業規模
500億円
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店舗のご紹介

東京
［西麻布・フランス料理］
レストランひらまつ レゼルヴ
TEL. 03-5766-6880

［六本木・フランス料理］
オーベルジュ・ド・リル
トーキョー
TEL. 03-5785-8880

［広尾・カフェ］
カフェ・デ・プレ
TEL. 03-3448-0039

［六本木・フランス料理］
ブラッスリー ポール・ボキューズ
ミュゼ （国立新美術館カフェ併設）
TEL. 03-5770-8161

［六本木・フランス料理］
六本木テラス フィリップ・ミル
TEL. 03-5413-3282

［銀座・イタリア料理］
アルジェントASO
（フランカメンテASAMI）
TEL. 03-5524-1270
3月1日（予定）「フランカメンテASAMI（仮称）」
として新たにオープンいたします。

［銀座・フランス料理］
アイコニック
TEL. 03-3562-7500

［銀座・フランス料理］
ブラッスリー ポール・ボキューズ
銀座
TEL. 03-5159-0321

［日本橋・イタリア料理］
代官山ASO チェレステ
日本橋店
TEL. 03-3243-1820

［代官山・イタリア料理］
リストランテASO
TEL. 03-3770-3690

［代官山・カフェ］
カフェ・ミケランジェロ
TEL. 03-3770-9517

［二子玉川・イタリア料理］
代官山ASO チェレステ
二子玉川店
TEL. 03-5797-3380

［代官山・フランス料理］
メゾン ポール・ボキューズ
TEL. 03-5458-6324 

［丸の内・フランス料理］
サンス・エ・サヴール
TEL. 03-5220-2701

［丸の内・フランス料理］
ブラッスリー ポール・ボキューズ
大丸東京
TEL. 03-5218-2211

北海道

石川

愛知

福岡

大阪

［札幌・フランス料理］
オーベルジュ・ド・リル
サッポロ
TEL. 011-632-7810
［札幌・イタリア料理］
リストランテ イル・チェントロ
ひらまつ
TEL. 011-252-3471

［名古屋・フランス料理］
オーベルジュ・ド・リル
ナゴヤ
TEL. 052-527-8880
［名古屋・フランス料理］
ブラッスリー ポール・ボキューズ
ラ・メゾン
TEL. 052-563-4455

［博多・フランス料理］
レストランひらまつ 博多
TEL. 092-263-6231

［天神・イタリア料理］
リストランテASO 天神
（リストランテKubotsu）
TEL. 092-724-0600
1月25日（予定）「リストランテKubotsu」として
新たにオープンいたします。

［博多・フランス料理］
ブラッスリーポール・ボキューズ
博多
TEL. 092-413-5110

［中之島・フランス料理］
ラ・フェット ひらまつ
TEL. 06-6233-1139

［西梅田・イタリア料理］
リストランテ ル・ミディ
ひらまつ
TEL. 06-4797-7681

奈良

三重

神奈川

［金沢・フランス料理］
ジャルダン
ポール・ボキューズ
TEL. 076-261-1161
［金沢・フランス料理］
カフェ＆ブラッスリー
ポール・ボキューズ
TEL. 076-261-1162

［桜井・ホテル］
オーベルジュ・ド・ぷれざんす
桜井
TEL. 0744-49-0880
［春日野・イタリア料理］
リストランテ
オルケストラータ
TEL. 0742-20-7321

京都
［高台寺・料亭］
高台寺 十牛庵
Tel. 075-533-6060

［高台寺・フランス料理］
レストランひらまつ 高台寺
TEL. 075-533-6063

［賢島・ホテル］
ザ・ひらまつ ホテルズ＆リゾーツ
賢島
TEL. 0599-65-7001

静岡
［熱海・ホテル］
ザ・ひらまつ ホテルズ＆リゾーツ
熱海
TEL. 0557-52-3301

フランス・パリ
［16区・フランス料理］
レストランひらまつ パリ
TEL. 01 56 81 08 80

［仙石原・ホテル］
ザ・ひらまつ ホテルズ＆リゾーツ
仙石原
TEL. 0460-83-8981
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1単元(100株)以上保有の株主様を対象として、
当社レストランにて株主様ご本人がご披露宴を行う
場合、ご婚礼ご飲食代の１０％を割引いたします。

日本で唯一高級レストラン群をもって上場をした当社
グループは、「株主様＝顧客」という基本概念を一貫
して推し進めております。当社の展開するレストラン、
ホテルの経営における生命線は、個店毎にいかに顧
客数を確保するかであり、株主様に顧客となっていた
だくことを我々の目標にしております。レストラン、ホテ
ルのご利用につきましては、社員割引制度と同等の
待遇をもってお迎えさせていただくなど、本年度も株
主様に「株主である喜び」を感じていただける優待制
度を以下の通り実施してまいります。ぜひレストランや
ホテルのご利用を通じて多くの株主様に心豊かな
ひとときをお過ごしいただけますと幸いです。

株主様とのコミュニケーション

株主様に向けた
取り組み

当社グループ独自のルートにより買い付けを行っている蔵出しのワインを販売して
おります。1単元（100株）以上保有の株主様を対象として、保有株数に関わりなく
ワイン代の20％を割引いたします。

通信販売「ひらまつオンライン」に
おけるワイン代の割引

ご婚礼における
ご飲食代の割引

当社全国レストランでご利用いただける共通お食事券をご用意しております。レスト
ランにおけるご飲食の割引同様、保有株式数に応じてご優待価格にて販売して
おります。詳しいご購入方法は、ひらまつの公式ホームページをご参照ください。

お食事券ご優待販売
20％割引 = 5単元（500株）以上保有
10％割引 = 1単元（100株）～5単元（500株）未満保有
・保有株数に応じたご優待カードを発行いたします。
・株主様ご本人がご同伴の上、ご優待カードをご提示いただいた場合に限り割引いたします。
・対象期間中であれば、何度でもご利用いただけます。
・他の特典・サービス等との併用はできません。
・パーティ（20名様以上でのご利用）ではご利用いただけません。

レストランにおけるご飲食代の割引、
ホテルにおける宿泊代、ご飲食代の割引1

2

「株主様フェア」は、株主様のみがご参加いただける特別なお食事会です。年間100回の開催を目標としてお
り、1単元(100株)以上保有の株主様および同伴のお客様を、特別価格にてご招待しております。「株主様フェ
ア」では、当社グループの役員が参加し、最新のトピックスを株主の皆様に直接お話しさせていただいております。
株主様にはレストランの魅力を体感いただき、当社グループへのご理解を更に深めていただきたいと考えております。

年間100回の株主様フェア開催3

4

5

http://www.hiramatsu-online.jp

https://www.hiramatsu.co.jp/ticket/

20
% OFF

ひらまつ 株主様ご優待カード

18063100001ご優待カード番号

有効期限 2 018 年 6月30日まで

10
% OFF

ひらまつ 株主様ご優待カード

18063000001ご優待カード番号

有効期限 2 018 年 6月30日まで
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“今、九州で一番おいしい食材”に出会える
イタリア料理店を目指して

ニュース＆トピックス

https://www.hiramatsu.co.jp/mailmember/

2018年1月25日（予定）
「リストランテKubotsu」オープン

ひらまつグループ各店のプロモーションやイベントの情報が満載の
メールマガジンを配信しております。各店で開催するイベントやプロ
モーションのお知らせはもちろんのこと、季節ごとに変わる新メニュー
などの情報をいち早くお届けしております。ぜひご登録ください。　

最新の情報を
メールマガジンにてご案内

必要事項を入力の上「次へ」を押してください。
確認画面で「登録」を押していただくと登録完了です。

※特別イベントやプランの中には、株主様のご優待の
　一部対象外となるものも含まれます。

「リストランテASO 天神」は新たに「リストランテKubotsu」に生まれ変わります。九州
の旬の食材、地元に受け継がれる伝統工芸の匠の技に、料理長窪津のイタリア料
理が融合した九州の‘いいもの’を体感していただけるレストランを目指します。

詳細はホームページをご覧ください。

ご予約開始は2018年1月15日を予定しております。

http://www.hiramatsuhotels.com
出店場所 沖縄県国頭郡宜野座村
店舗設備 客室19室（連棟ヴィラ：客室14室、ヴィラ：客室5室）、
 レストラン（ダイニング・個室）、カフェ、プール　

出店場所 福岡市中央区天神2丁目5-55 レソラ天神４Ｆ
お問合せ TEL. ０９２-７２４-０６００

THE HIRAMATSU
HOTELS & RESORTS 宜野座（仮称）
いよいよ来夏オープン！

クサテの森に守られたプライベートなリゾートは、
一度そこに足を踏み入れたら時が経つのも忘れてしまうほど心地よく、
自然に身を委ね心静かに過ごしていただける滞在型リゾートホテルです。
当社グループ初となるヴィラタイプのスイートルーム、
水平線を見渡すプールや２つのレストランなど、料理・サービス・宿泊の
すべてにおいて高い付加価値を追求したホテルが誕生します。

どこまでもまっすぐに食材と
向き合い、その持ち味を素直に

引き出す料理を追求 2018年3月1日（予定）
「フランカメンテASAMI（仮称）」オープン

「アルジェントASO」は「フランカメンテASAMI」としてリニューアルオープンいたし
ます。料理長を務める浅見淳が、店名にあるフランカメンテ（素直に、自由に）の気
持ちを何よりも大切に、自由な発想でその魅力を表現する一皿を追求し続けます。

出店場所 東京都中央区銀座３丁目３-１ ＺＯＥ銀座 8F
お問合せ TEL. ０３-５５２４-１２７０

東京・銀座

福岡・天神

料理長  窪津 朋生

料理長  浅見 淳
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当社グループは、株主の皆様への利益還元を経営の最重要政策の1つとして位置付けており、今後のレストラン・ホテル事業
推進の為の設備投資、及び企業体質強化のための内部留保を勘案したキャッシュ・フロー重視の経営を目指しつつ、業績に
裏付けられた成果の配分として、配当性向30％超を目処とした最低配当金額の設定を基本方針としております。

株主様へのお約束

連結財務諸表等

連結貸借対照表（要旨） （単位：千円）

※  第2四半期までの実績を記載

※ 35期は、創業35周年を記念し、株主の皆様へより積極的に還元すべく、従来の配当性向に20%上乗せした36%を配当性向とし、
　 1株当たりの配当金を20円とさせていただきました。

当期7月に1,000万株の自己株式の売出しを実施しましたが、1株当たりの最低配当金額は変更せず年間16.02円とさせていただきます。
これにより当期配当は実質増配となります。

科目 前期
2017年3月31日

現在

当第2四半期
2017年9月30日

現在

連結損益計算書（要旨）

経営成績のポイント

財政状態のポイント

（単位：千円）

売上高 5,554,628 5,816,068
　売上原価 2,303,957 2,278,723
売上総利益 3,250,670 3,537,344
　販売費及び一般管理費 2,366,300 2,632,543
営業利益 884,370 904,801
　営業外収益 38,888 28,876
　営業外費用 19,405 24,530
経常利益 903,854 909,147
　特別利益 141,172 6,419
　特別損失 534,304 ー
税金等調整前四半期純利益 510,721 915,567
　法人税等合計 151,873 294,861
四半期純利益 358,848 620,706

科目 35期第2四半期
2016年4月1日から
2016年9月30日まで

当第2四半期
2017年4月1日から
2017年9月30日まで

連結キャッシュ・フロー計算書（要旨） （単位：千円）

営業活動によるキャッシュ・フロー 478,607 1,468,786

投資活動によるキャッシュ・フロー △679,169 △437,428

財務活動によるキャッシュ・フロー 5,474,663 3,716,442

現金及び現金同等物の四半期末残高 8,074,863 11,993,154

科目

配当金について

中間配当金 9.00 7.00

期末配当金 11.00 9.02

一株当たり配当金 20.00 16.02

配当性向 普通配当30% ＋創業35周年記念配当6%（※） 30.00% 

2017年3月期
（35期）実績

2018年3月期
（36期）最低配当金額

キャッシュ・フロー状況のポイント35期第2四半期
2016年4月1日から
2016年9月30日まで

当第2四半期
2017年4月1日から
2017年9月30日まで

資産の部  

　流動資産 9,578,627 14,253,321

　　現金及び預金 7,245,154 11,993,154

　固定資産 10,564,938 10,815,954

　　有形固定資産 8,668,772 8,878,803

　　無形固定資産 45,729 41,855

　　投資その他の資産 1,850,436 1,895,296

　資産合計 20,143,565 25,069,276

負債の部  

　流動負債 5,657,838 6,223,049

　固定負債 10,148, 294 8,334,991

　負債合計 15,806,132 14,558,040

純資産の部  

　株主資本合計 4,252,524 10,412,870

　　資本金 1,213,540 1,213,540

　　資本剰余金 1,464,120 2,408,920

　　利益剰余金 8,346,024 8,581,570

　　自己株式 △6,771,161 △1,791,161

　為替換算調整勘定 81,588 75,121

　新株予約権 3,320 23,244

　純資産合計 4,337,433 10,511,235

負債純資産合計 20,143,565 25,069,276

　　　　ＲＯＡ 10.8％ 4.0％（※）

　　　　ＲＯＥ 25.7％ 5.9％（※）

レストラン営業が堅調に推移したことに加え、前期に開業した３つのホ
テルが順調に通期寄与した結果、前期比、予算比で増収となりました。
利益面において、天候不順に伴う原材料費の高騰やユーロ高による
原価の増加、ホテル事業推進に伴う設備投資と人材強化による人
件費および広告宣伝費など、新規出店コストが増加したことなどによ
り一部経費が当初予想を上回りましたが前期比で増益となりました。

総資産は前期末比4,925百万円増加の25,069百万円。ホテル事
業を中心とした今後の事業計画推進のため、７月に自己株式1,000
万株の売出しを実施。ＮＴＴ都市開発株式会社との提携によるホテル
事業にかかる固定資産のオフバランス化やリース活用など、財務体質
強化を推進した結果、自己資本比率は41.8％に回復しました。

POI NT

自己株式の売出しによる5,924百万円の資金調
達の結果、期末現金残高は対前期末比4,747百
万円増の11,993百万円。
今後も戦略的にキャッシュフローを意識する経営を
継続してまいります。

POI NT
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株式に関する「マイナンバー制度」のご案内

株式の状況 株主メモ

会社概要（2017年9月30日現在）

発行可能株式総数 180,000,000株
発行済株式の総数 48,604,200株
株主数 21,582名

決算期日 毎年3月31日

定時株主総会 毎年6月

上記基準日 毎年3月31日

配当金支払株主確定日 期末配当金　3月31日
 中間配当金　9月30日

公告掲載場所 https://www.hiramatsu.co.jp/ir/

株主名簿管理人 〒100-8233　東京都千代田区丸の内1-4-1
 三井住友信託銀行株式会社

郵便物送付先 〒168-0063　東京都杉並区和泉2-8-4
 三井住友信託銀行株式会社 証券代行部

（電話照会先） 電話　0120-782-031(フリーダイヤル)
 取次事務は三井住友信託銀行株式会社の本店及び全国各支店にて行っております。

（お知らせ) 各種手続用紙のご請求は、下記株主名簿管理人三井住友信託銀行のホームページをご利用下さい。
 ホームページ　http://www.smtb.jp/personal/agency/index.html

市区町村から通知されたマイナンバーは、株式の税務関係のお手続きで必要となります。
このため、株主様から、お取引の証券会社等へマイナンバーをお届出いただく必要がございます。

株式関係業務におけるマイナンバーの利用

法令に定められたとおり、支払調書には株主様の
マイナンバーを記載し、税務署へ提出いたします。

マイナンバーのお届出に関するお問合せ先

証券口座にて株式を管理されている株主様
お取引の証券会社までお問合せください。

証券会社とのお取引がない株主様
下記フリーダイヤルまでお問合せください。
三井住友信託銀行 証券代行部

フリーダイヤル  0120 -782-031

マイナンバーの利用範囲には株式の税務関係手続きも含まれます。株主様はお取引の証券会社等へマイナンバーをお届出ください。

主な支払調書

※配当金に関する支払調書
※単元未満株式の買取請求など株式の譲渡取引に関する
　支払調書

商号 株式会社ひらまつ(Hiramatsu Inc.)
 (証券コード　2764　東証1部)
本社所在地 〒150-0013　東京都渋谷区恵比寿4-17-3
創業年月日 1982年4月8日
資本金 1,213,540,054円 

従業員数 723名
店舗数 東京都 18 大阪府 2
 福岡県  3 奈良県 2
 北海道 2 三重県 1
 愛知県  2 静岡県 1
 石川県  2 神奈川県 1
 京都府 2 パリ 1

役員（2017年9月30日現在）
代表取締役社長  陣内 孝也  
代表取締役副社長 服部 亮人 
取締役 中谷 一則 
取締役 長谷川 幸太郎  

取締役 熊谷 信太郎 
取締役  永露 英郎 
取締役 額賀 古太郎
監査役  鈴木 保夫
監査役（非常勤） 江頭 啓輔
監査役（非常勤) 唐澤 洋

執行役員 植杉 かおり
執行役員 大嶋 浩一
執行役員 重川 龍子
執行役員 楠 優

執行役員 砂山 さおり
執行役員 田栗 諭
執行役員 仲野 真理子
執行役員 平松 慶子

所有者・所有株式数別株式分布状況

大株主

平松 博利 4,406,000 9.79

エヌ・ティ・ティ都市開発株式会社 1,500,000  3.33

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 1,462,900 3.25

ひらまつ社員持株会 1,353,600 3.01

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 1,257,500 2.79

平松 慶子 1,242,600 2.76

中川 一 724,700 1.61

株式会社三井住友銀行 600,000 1.33

株式会社ヨックモックホールディングス 600,000 1.33

UNITED NATIONS FOR THE UNITED NATIONS  520,000 1.16JOINT STAFF PENSION FUND A UN ORGAN

株主名 所有株数
（株）

議決権比率
（％）

（注） 議決権比率は自己株式（3,589,639株）を控除して計算しております。

1000～5000株
未満

5,092名
23.59%

500～1000株
7,732名 
35.83%

100～500株
7,980名 
36.98%

5000～10000株
未満
376名
1.74%

10000株以上
256名
1.19%

100株未満
145名
0.67

所有株式数別株主数比率

自己名義
3,589,639株

7.39%

金融機関
6,230,500株

12.82%

外国人
4,069,388株
8.37%

その他国内法人
2,689,800株
5.53%

証券会社
669,818株
1.38%

所有者別株式数比率

個人・その他
31,355,055株

64.51%


